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津山国際ホテル跡地の

整備と森本慶三記念館の

活用構想について。さらに、つやま自然

のふしぎ館と国名勝の衆楽園の活用を

もっと考えるべきでは。

12月定例議会 一般質問

ホテル跡地と記念館は一体的に利活用す

る方向性。記念館は国の登録有形文化財で

城下地区のシンボルであり、保存・利活

用していく。ホテル跡地はコミュニティ

活動の場として活用出来る空間に整備す

る。つやま自然のふしぎ館、衆楽園など、

津山にしかないすばらしい施設のポテン

シャルを活かす施策を検討していく。

質問

答弁

子育てに関係する

施策を集約する部署が必要では。

子育て支援の一体化を図り、子ども施策

を総合的に推進するため、こども保険部を

設けている。妊娠期から出産、子育て期を

通し切れ目ない支援を図られるよう、様々

な支援に取り組んでいる。

また、子育て世代包括支援センター

や、子ども家庭総合支援拠点を設置し、

相談体制の充実を図っている。今後の

課題に的確に対応するため、部署間の

連携強化をしていく。

SDGｓの17項目の中の3番目

「すべての人に健康と福祉を」とある。津山市

においても「パートナーシップ・ファミ

リーシップ宣言制度」を導入すべきでは。

制度の導入は、整理すべき課題が多くあ

るが、誰もが地域から孤立しない、人

と人、人と社会が繋がる地域共生社会

の構築にむけ、取り組んでいく。

質問

答弁

質問

答弁

①狭い歩道にカラー塗装を②道路の補修

③汚れて見えにくいカーブミラーの取替え

④津山城天守閣付近の倒れている石の撤去

⑤通学路の側溝の蓋の設置

「一体的に利活用する」

「部署間の連携強化をする」

地域の方からの要望をお聞きして、現在当局に

要望しております。他にも要望をお聞きしており

ますので、早急に対応させて頂きます。
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「地域共生社会の構築にむけ

取り組んでいく」
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